
概要 / 目的:

ガス冷却高速試験炉プロジェクト：ALLEGRO

V4G4 Consortium（チェコ共和国、ハンガリー、ポーランド、スロバキア、フランス）
の枠組みで開発されたALLEGRO実証炉の設計特徴、概念、開発目標、設計解決
策、安全アプローチ、安全特徴を紹介します。また、UOX燃料と新しい安全上の

特徴に関連した最新の状況や、今後追求すべき技術研究課題についても紹介し
ます。

講演者紹介:

Dr. Ladislav Bělovský (ラディスラフビエロフスキー博士)
プラハ近郊に位置する ÚJV Řež, a.s.(Nuclear Research
Institute Rez plc)にシニアエンジニアとして勤務。 2011年から、
第4世代原子炉の開発を中心に研究活動を行っている。ÚJV
Řež, a.s. では、国際協力“V4G4 Centre of Excellence”の枠組
みでヘリウム冷却高速炉ALLEGROの研究開発に参加し、原

子炉の設計と安全性、ヘリウム技術、材料開発に焦点を当
てた研究に携わっている。1988年から2011年までの期間に
は、チェコ共和国や仏国において、主に軽水炉燃料の挙動
を設計基準や過酷な事故条件でモデリングするためのコンピュータコードの開発
とその応用に関する研究を行った。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar027


1. 世界初のガス冷却高速実証炉 ALLEGRO
世界初のガス冷却高速実証炉 ALLEGROは、燃料要素の検証と承

認、安全性の裏付け、及びガス冷却高速炉の経験蓄積等を目的と
している。

2. ALLEGROが取り扱う技術的課題点:
ALLEGROは、燃料の高温耐性、安全系設計、ヘリウムガス中で使
用する燃料取扱機等の技術課題を取り扱う。
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3. ALLEGROの事前概念設計:
ALLEGROの事前概念設計の特徴としては、二つの主循環ループ、

煙突効果を用いた三つの崩壊熱除去装置、オプションのガス熱
交換器等が挙げられる。

4. 最新設計のALLEGROの利点と欠点:
最新設計のALLEGROには、いくつかのケースを除いて、受動的に

炉心が冷却される、流量喪失事故が生じないといった利点がある。
一方、欠点としては炉心起動時と停止時の作業が複雑な点等が
挙げられる。



5. ALLEGRO V4G4 Centre of Excellence の概要:
V4G4 Centre of Excellenceはスロバキア、チェコ、ハンガリー、ポー
ランド、フランスによる ALLEGRO準備段階の研究体制である。それ
ぞれの国は割り当てられた開発トピックを担当する。

6. ALLEGRO のタイムスケジュール:
ALLEGROプロジェクトは以下のタイムスケジュールに沿って進め
られる。

- 2020   : 事前概念設計の確立
- 2025   : 概念設計の確立
- 2026 - : 継続可否の判断と更なる概念検討




